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パンフレットの内容

2

 支障がない状態の確認とは

 庁舎の部位・劣化状況写真

 確認用チェックリスト

国交省ＨＰに様式掲載（Ｅｘｃｅｌ形式）
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官公法・告示

官公法 第十三条

国家機関の建築物及びその付帯施設の位置、規模及び構造
並びに保全について基準を定める

国家機関の建築物及びその付帯施設の

保全に関する基準

国土交通省告示 第551号

支障がない状態に保全されているものとする

保全の現況 関-１・２３

通称：13条確認

支障がない状態の確認とは
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保全の現況 Ｐ１１

施設保全責任者が確認する行為

【対象施設】
すべての国家機関の建築物と

その付帯施設（仮設建築物を除く）

【資格要件】 確認する行為であるため不要

【確認周期】
建築物の敷地及び構造：概ね1年

建築設備：概ね6ヶ月～1年

施設保全責任者

支障があると判断 支障がない状態に保全する
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確認する行為の例

◇12条点検を外部委託している場合

保全の現況 Ｐ１１・関-３１

◇職員・来庁者など建築物利用者の意見も参考に！

点検結果を確認 ＝ 支障がない状態の確認

一般的な事務庁舎のイラスト・写真

6

部位の名称

劣化に伴う支障の例

確認の対象となる

劣化状況の写真

部位の写真

代表的なイラスト

パンフレットを用いて「支障がない状態の確認」が可能

一般的な事務庁舎における

部位と建築設備の場所を、

外部及び内部・設備のイラスト



確認用チェックリスト
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保全の現況 関-２３・３１

赤字で示す部位名称・支障
12条点検結果で判断可能

国土交通省官庁営繕部
ホームページより
ダウンロード可能
（Ｅｘｃｅｌ形式）

官庁施設の保全 検索

チェック欄：確認済み「レ」・存在しない部位「✕」

備考欄：支障あり→場所や状況

【劣化に伴う支障】の写真番号
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「支障」欄の番号：④ ＝【劣化に伴う支障】の写真番号

保全の現況 Ｐ２・５２



【部位の名称】の写真番号
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「写真等」欄の番号：Ⅰ-８

＝保全の基準 別表第一（い）欄 部位の並び順

保全の現況 関-２４

各部個別の劣化判定
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判定 状 況

支障なし
劣化がない、
または経年変化はあるが建築物利用上の支障がない

経過観察

要相談

外壁亀裂・白華 屋上防水の劣化 天井漏水跡 設備機器の劣化

外壁鉄筋爆裂 ルーフドレン詰まり 設備機器の劣化 アンテナ変形



外壁等落下物

11

立入禁止処置

外壁全面打診（概ね10年に1度）

打診棒

「支障がない状態の確認」の実施

※1 平成20年国土交通省告示第282号

※2 平成20年4月1日国土交通省住宅局 建築基準法施行規則の一部改正等の施行について (技術的助言)

危険度大

１

２

全面打診が必要な範囲

全面打診

花壇等

庇

※1

※2

留意事項

 １日で完了させる必要なし

 安全確保最優先

 確認困難な部位は省略可能

保全の現況 関-３２
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支障

（出入りが困難、危険を伴う場所など）

省略した場合

状態記録

専門知識を有する者

依頼

保全基準実施要領 第９ 確認のための留意事項
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停電波及事故とは
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受変電設備が
設置されている施設

電力会社
変電所

電力会社変電所の
保護装置が動作

受変電設備

住宅

信号

企業・病院・商業施設等

うちの電気事故が
原因で損害賠償

？？？？

送電停止

電気事故
発生！！

保護装置が動作しない

区分開閉器
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・経年劣化（高圧ケーブル、遮断器類）

・小動物（ねずみ、へび等侵入）

・自然災害（落雷、風雨等）

・人為的損壊（改修工事による掘削等）

事故の主な原因

○○○○

高圧ケーブル波及事故発生状況
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平成30年度 令和元年度 令和2年度

１３．３％
２５．０％

４３．８％

10

20

事故件数

0

15年～

～14年（比較的新しいケーブル）

中部近畿産業保安監督部 ＨＰ掲載資料を参考に作成

ケーブル製造から事故発生までの経過年数



高圧ケーブルの事故事例
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受変電設備

区分開閉器

電力会社
より受電

事故点
（地中埋設）

正常なケーブル断面

劣化したケーブル
（水トリーによる劣化）

事故となったケーブル
（中央は短絡痕）

導体

絶縁体
責任分界点

水と電界が影響して
亀裂が発生する現象

【原因：水トリー現象】

高圧ケーブル

停電後の自家発不具合事例
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受変電設備

非常用発電機
停電により起動

地下タンク

燃料小出槽

ポンプ

照明・空調・サーバー・パソコン など

地絡事故

連続運転可能時間４８時間 ８時間足らずで運転停止

燃料配管

【重要】多発する自然災害などへの備え

非常用発電装置・ポータブル発電機・非常用装備品等の点検・整備

発電機から
電源供給

停止



高圧ケーブル事故予防対策
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・定期点検（ケーブル絶縁測定、機器類等）
・計画的な更新（推奨時期１５年）

絶縁抵抗低下など
劣化の兆候

推奨時期を
待たずに更新

導体

従来品（Ｅ－Ｔタイプ）

絶縁体

シース

外部半導電層
（テープ巻き）

内部
半導電層

二層押出成形

導体

対策品（Ｅ－Ｅタイプ）

絶縁体

シース

外部半導電層
（押出成形）

内部
半導電層

三層押出成形

コスト
約1.1倍

エレベーター閉じ込め

交差点で交通事故

手術ができない

ATM使用不可

工場等操業停止
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うちが原因の電気事故？

高圧ケーブルは対策品

損害賠償？ ケーブル劣化？

水トリー現象？

「ツリー」がなぜ
「トリー」なの？

後悔なし

対策品じゃ
なかった？


